
 
 

組合基本方針  ◎組合の団結と調和 

 

 

 

 去る５月２４日（月）流山工業団地組合会館２階会議室におきまして、総務委員会担当 長浦理事の

司会進行により定刻通り午後４時より第２４回通常総会が開催されました。  

 来賓として、流山市産業振興部 岡田次長、平成２２年４月より発足をした流山商工会議所 大橋会

頭、千葉県中小企業団体中央会 藤原事務局長、全国工場団地協同組合連合会 縄野顧問、㈱商工組合

中央金庫松戸支店 田村支店長、東京電力㈱東葛支社 佐々木課長他４名の方々にご臨席をいただきま

した。  

議長には、髙橋理事長が選任され議事に入り、 

 第１号議案 平成２１年度事業報告書及び決算報告書承認の件 

 第２号議案 平成２２年度事業計画書及び収支予算書 （案） 決定の件 

○平成２２年度における経費の賦課金額並びに徴収方法決定の件 

○平成２２年度特別賦課金額、利子負担金額、組合会館償還負担金額、特別リース事業賦

課金額、特別集積区域整備事業賦課金額、その他の負担金額並びに徴収方法決定の件 

○平成２２年度共同施設利用料金（電気料金、電気賦課金、共同駐車場）徴収方法（案）

決定の件 

 第３号議案 平成２２年度における借入金額並びに一組合員に対する貸付金額最高限度決定の件 

 第４号議案 定款の一部変更の件 

 第５号議案 役員の欠員に伴う補選の件 

について慎重審議がおこなわれ、 特に第４号議案については、外国人技能実習生制度の変更に伴う 

定款の変更について、第５号議案につい

ては、企業において社長から会長に就任

することに伴い監事を退任することに

なった大塚監事の後任の補選を行い、㈱

ユーワ 伊東社長が監事に選任され、全

議案について可決承認されました。 

総会終了後は、割烹「新川」に移動し、

懇親会を開催しました。 懇親会より、

流山市 井崎市長他２名の方々にもご

臨席をいただき、情報・意見交換を活発

に行い、盛大な懇親会となりました。  
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後継者の育成 

経営革新に取組み発展基盤を強化 



第１５回青年部通常総会開催 
平成２２年６月４日１８：００より、第１５回青年部通常総会が開催されました。ご来賓として、総務委

員会 委員長 ㈲長浦製作所 代表取締役 長浦嘉一様、特別会員 ㈱鶴田食品千葉 代表取締役 山本

義勝様にご臨席いただき青年部員本人出席９名、委任状１名の出席により審議が行なわれ、各議案とも滞

りなく原案通り可決されました。  

 本年度は、監事である株式会社サンオー 大塚秀高様、有限会社澤地シェルモールド 澤地雅彦様の二

人が代表取締役の就任に伴い、青年部を卒業することから監事１名の補選を行い、株式会社初石鈑金 熊

本匡史氏が監事に選出され、就任することとなりました。  

 青年部が１０名から８名に減少することとなりましたが後継者として勉強すべき内容での講習会や千葉

県中小企業団体中央会より青年部研究会事業の助成を受け講習会を開催し知識を高めることや、団地進出

時の償還の完了に伴う様々な問題を検討する２３年問題研究会に積極的に参加し、問題点を共有し青年部

での意見の取りまとめを行って参ります。さらに『たんぽぽ計画』事業に関しましては引き続き青年部が  

中心となり事業を推進致します。今年度は３年目

の最終年度となることから事業成果の取りまと

めやリスクアセスメントの作成を予定しており

ます。本年度に関しましてもさまざまな事業や勉

強会、定例会議などを通じて青年部員各員の能力

向上を図っていくと共に、青年部活動を積極的に

実施して参ります。今後とも皆様の暖かいご支援

ご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

        （株）スイコー 小溝陽介  

 

理理  事事  長長  をを  囲囲  むむ  会会  
毎年恒例の理事長を囲む会を、７月３日に開催しました。ここ数年、第１部ゴルフコンペ、第２部懇談会、

という形が定着しており、今年も同様に好天に恵まれた中、やさと国際ＧＣでゴルフコンペを開催しました。 

理事長と熊本理事にもご参加いただき、楽しい時間を過ごすことができました。  

 第２部は懇談会。理事長を交えていろいろな組合のお話を聞いたり、日頃青年部が考えていることを伝え

たりという場となるはずでしたが、Ｎ君の食事話の独演会となってしまいました。まぁ、理事長はじめ、み 

んなが腹を抱えて大爆笑した楽しい会となっ

たので、良かったのではと思っています。  

 高橋理事長、熊本理事におかれましては、

お忙しい中、１日お付き合いいただきありが

とうございました。また来年もよろしくおね

がいいたします。 

 書き忘れていました。コンペの優勝は遠藤

君、２位は熊本社長、私が３位 （泣）  

 来年はリベンジするぞっ! 

 

         栄光産業（株） 岩佐大介  
優勝者 遠藤君（写真右） 



 

 

 

７月２日（金）午後７時より南柏ヤングボウルに

おいて、 １３チーム５２名の参加のもと第１８回

理事長杯ボウリング大会を青年部主催により開催

した。 

 男性のハイゲームは２１５ピンと１９３ピン、 

女性のハイゲームは１４７ピンと１４４ピンと僅

差で白熱したゲームが展開され、 

 

  

団体 優勝 栄光産業㈱ ３チーム    １，１１８ピン 

２位 ㈱ファンケル美健 ２チーム １，０６５ピン 

    ３位 サンコーテクノ㈱ チーム  １，０５６ピン 

 個人 優勝 猪村 直史 氏   ３５３ピン  ［㈱ファンケル美健 ２チーム］  

    ２位 岩佐 大介 氏   ３２２ピン  ［栄光産業㈱ ３チーム］  

    ３位 中村 美紀 氏   ３１７ピン  ［栄光産業㈱ ２チーム］  

    ４位 加藤  肇 氏   ３１６ピン  ［㈱ユーワ チーム］  

    ５位 有賀  聖 氏   ３０８ピン  ［栄光産業㈱ ３チーム］  

の結果となりました。  

 優勝、２位、３位チーム、個人優勝、上位の他飛び賞など、豪華な賞品が表彰式で青年部 岩佐部長から

贈呈された。 団体ブービーメーカーには、恒例のお掃除セットを贈呈した。  

 なお、個人で２位になりました岩佐氏は、青年部の部長であり主催側であることから、２位の賞品を辞退

し、１２位の方に進呈しました。  

 次回、第１９回に向けてこれから１年間練習に励んで下さい。 

 

ボウリング大会を終えて 
 

 今年の栄光産業㈱は、ボウリング世代チーム・若手チーム・実

力派チームと、 チームの出場をさせていただきました。 週間前

に厳しい練習をし、 万全な態勢で大会に挑み、実力派チームが

見事に優勝という結果を残すことが出来ました。また、 ボウリ

ング世代チームも５位に入り、大健闘だったように思います。 

 ただし、キャプテン後藤の野望は始まったばかりです。この先、

Ｖ１０を目指すために、更なる力を身に付けていこうと思ってい

ます。 最後に、皆様の貴重な時間をいただき、弊社のオリジナ

ルＴシャツ加工の宣伝をさせていただきまして、誠にありがとう

ございました。ご用命がありましたら、 お気軽にご相談くださ

いませ。  

栄光産業（株） 後藤将司 

 

理事長杯ボウリング大会



 

 

 

青年部主催による組合ゴルフコンペが５月２９日（土）にスプリングフィルズゴルフクラブにおいて、１５名

の参加で開催された。 

 競技方法は、新ぺリア方式 トリプルカットで行われ、洞下正人氏が２回連続の優勝となりました。  

 パーティーは、地元流山にもどり開催し、表彰式が行われ、組合員、青年部が今日のプレーを振り返りなが

ら和気藹々と懇談をしました。  

 次回は、１１月に開催をする予定です。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝事務局だより＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
５月２４日 （月）  第２４回 通常総会 

５月２９日 （土）  組合ゴルフコンペ 於） スプリングフィルズゴルフクラブ 

６月 ４日 （金）  青年部 通常総会 

６月 ８日 （火）  ゴミゼロ運動 

５月３０日（日）に実施された、ゴミゼロ運動に協力し、工業団地周辺まで清掃地域を

拡大し、組合員企業の従業員の方々にご協力いただき清掃をしました。  

ご協力ありがとうございました。  

６月１１日 （金）  監事会 大塚監事より伊東監事に交代をしました。  

６月１２日 （土）  組合会館１階 エアコン交換工事 

 ～１３日 （日）        〃 

７月 ２日 （金）  第１８回 理事長杯ボウリング大会 

７月 ３日 （土）  理事長を囲む会  

           ゴルフの部 やさと国際ゴルフクラブ 

           囲む会   南流山 「なかだ」 
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盛夏の候、組合員各位におかれましては、ますます

ご健勝のこととお慶び申し上げます。  

 ２０１０年も、はや折り返しの月に入りました。 

年齢を重ねるごとに、月日の過ぎたる速さを身にし

みております。当社がおおたかの森に本社を移転し

たのは２００７年７月ですので、振り返ると、すで

に丸３年を迎えるに至りました。駅周辺の環境が刻

一刻と変化を遂げる様子を目の当たりにしながら、

企業も環境の変化に俊敏に適合し行動に移さねば

いけないことを日々痛感しております。私たち組合

員も、こうしためまぐるしい環境変化の下、いかに  

「順応」するかが将来に向けて成長を持続するキー

ワードといえるでしょう。さて私事で恐縮ですが、

６月末より当社の舵取りを担うこととなりました。

引き続き、組合の発展に向けて、微力ながら鋭意努

力してまいりますので、宜しくお願いします。  

 

洞下英人 
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